
別紙１ 研修の科目及び内容（難病基礎課程Ⅱ）
計６時間

科目名 目的及び内容

(1)難病の保健・医療・ （目的）
　 福祉制度Ⅱ ・難病の保健・医療・福祉制度のサービスの種類、内容、役割に
　（１時間） 　ついて理解を深める。

（内容）
・難病の保健・医療・福祉制度とサービスの詳細な把握

(2)難病の基礎知識Ⅱ （目的）
　（３時間） ・ホームヘルパーがその業務において直面するレベルを中心とした

　難病患者の医学・保健の基礎知識について理解を深める。
（内容）
・難病各疾患及び難病に関する保健の理解

(3)難病患者の心理学的 （目的）
 　援助法 ・難病患者に対する心理的援助方法について学習し、その視点を
　（１時間） 　理解する。

（内容）
・心理学的リハビリテーションの効果的な援助方法の概要把握と
　その基本視点の難病ホームヘルプサービスへの活用

(4)難病に関する介護の （目的）
　 事例検討等 ・市町村の保健部門及び保健所との関わり方を中心に、異なった
　（１時間） 　職種やサービスの連携について学習を深める。

（内容）
・市町村の保健部門及び保健所の難病関連業務の学習
・難病のケースでかかわることの多い異職種や他のサービスとの
　連携、調整等の事例検討

Ⅰ　難病に関する行政施策（１時間）

Ⅱ　難病に関する基礎知識（４時間）

Ⅲ　難病に関する介護の実際（１時間）



別紙２ 研修の科目及び内容（難病基礎課程Ⅰ）

計４時間

科目名 目的及び内容

(5)難病の保健・医療・（目的）
　 福祉制度Ⅰ ・難病患者の在宅生活援助に役立つ制度及びサービスを中心にその種類、内容、
　（１時間） 　役割について理解する。

（内容）
・難病の保健・医療・福祉の背景と動向
・難病の保健・医療・福祉の制度とサービスの種類、内容、役割の理解

(6)難病の基礎知識Ⅰ （目的）
　（２時間） ・難病に関する正しい基礎知識を理解することによって、患者に対する偏見を

　除く。
・業務において直面する頻度の高い難病を医学的に理解する。
・実践的視点で利用者の状態像を把握し、在宅生活支援に役立つ知識を中心に
　学習する。
・援助の基本的方向性を把握する。
（内容）
・難病についての正しい概念
・パーキンソン病、全身性エリテマトーデス等患者数の多い疾患

(7)難病患者の心理及 （目的）
 　び家族の理解 ・難病患者の心理に対する理解を深め、心理的援助のあり方について把握する。
　（１時間） ・難病患者の家族に対する理解を深め、援助の目的と機能を理解する。

（内容）
・難病患者の生活行動と心理
・難病患者の人間関係及び患者とのコミュニケーション
・難病患者への心理的援助の実際
・難病患者の家族のストレス
・難病患者の家族とのコミュニケーションと援助

Ⅰ　難病に関する行政施策（１時間）

Ⅱ　難病に関する基礎知識（３時間）



別紙３ 研修の科目及び内容（難病入門課程）
 計４時間

科目名 目的及び内容

(8)難病の保健・医療・ （目的）
　福祉制度Ⅰ ・難病患者の在宅生活援助に役立つ制度及びサービスを中心にその種類、内容、
　　（１時間） 　役割について理解する。

（内容）
・難病の保健・医療・福祉の背景と動向
・難病の保健・医療・福祉の制度とサービスの種類、内容、役割の把握

(9)難病入門 （目的）
　（２時間） ・難病に関する正しい基礎知識を理解することによって、患者に対する偏見を

　除く。
・難病患者の特徴を把握し、援助の基本的な方向性を理解する。
（内容）
・難病についての正しい概念
・難病患者の特徴の理解と援助

(10)難病患者の心理 （目的）
　　及び家族の理解 ・難病患者の心理に対する理解を深め、心理的援助のあり方について把握する。
　（１時間） ・難病患者の家族に対する理解を深め、援助の目的と機能を理解する。

（内容）
・難病患者の生活行動と心理
・難病患者の人間関係及び患者とのコミュニケーション
・難病患者への心理的援助の実際
・難病患者の家族のストレス
・難病患者の家族とのコミュニケーションと援助

Ⅰ　難病に関する行政施策（１時間）

Ⅱ　難病に関する基礎知識（３時間）


